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床上浸水半壊程度で，復旧までの改修費用は新築価格の40～55％

短期間でカビ由来の汚染が始まり，健康リスクが高まる

工事業者がみつからず，応急処置や復旧工事にはいれない

公費解体〆切段階で復旧の工程ができておらず，公費解体を選択するこ

とになりやすい。

長期間の自宅避難者の発生
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水害のダメージ

背景



住団連(２０２１),Lv1:床下浸水, Lv2:床～1.5m, Lv3:1.5m～天井, 

Lv4:2F床以上

半壊程度の復旧には，新築価格の30～55％を要する
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改修費用が高額になりやすい

背景

住宅生産団体連合会 : 住宅における浸水対策の設計の手引き , 2021/07/21



2020年7月豪雨の熊本県。

12月末段階で在宅避難2614世帯，仮設住宅1841世帯。
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水害のダメージ：長期間の不自由な自宅避難

事前

朝日新聞：熊本豪雨、長引く避難生活  壊れた自宅に住む被災者多数 , 2020/10/04



秋田県秋田市，半壊の住宅計測結果(中谷，2023)

土台，構造用合板，柱はほぼ含水率100％。構造上重要な箇所が湿潤状

態になる。内装解体で構造体を露出，2～3か月以上かかる。
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構造躯体が濡れる

事前



有機物と水にふれると２～３日で爆発的に増加し，健康リスクを高める。

廃棄や除去などの物理的除去，洗浄と消毒，乾燥することが基本的対策
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カビによる生物汚染

事前
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水害の難しさ

事前



水害の住民は，

室内荷物の屋外搬出，荷物の清掃消毒，荷物の屋内搬入，災害廃棄物処理

場の運搬，室内清掃，床下清掃，内装解体。

一般的住宅で最初一か月に５０～１００人工が必要

水害は広域の同時多発災害なので，ご近所の助け合いは限定的であり，

外部支援が必須。

建築会社では応急処置だけでも職人さん１０～１５人工分。

一部作業を一般の支援者と連携することが望ましい
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やることが非常に多く，たくさんの人手がいる

制約条件

鈴木 麻純, 中谷 岳史ほか: 令和2年7月豪雨により浸水した住宅の復旧作業に関する調査報告 , －熊本県球磨郡相良
村を対象として－ , 日本建築学会技術報告集 , 28(69), 2022



水害では各種の行政手続き，行政支援制度があります(ないときも…)。

住民さんはたくさんの後処理に追われ，

住民が行政に提出するのですけれど，一部内容は建築会社と関連します。

建築会社側で申請手続きを理解し，被災現場で情報支援することで，業務

が円滑に進みます。

応急修正制度を提出しているのか，工事前写真はあるのか，など建築会

社から住民に確認するほうが手間だと思います。
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はじめてのことが多く，情報収集が大変

制約条件



水害では各種の行政手続き，行政支援制度があります(ないときも…)。

住民が行政に提出するのですけれど，一部内容は建築会社と関連します。

建築会社側で申請手続きを理解し，被災現場で情報支援することで，業務

が円滑に進みます。

応急修正制度を提出しているのか，工事前写真はあるのか，など建築会

社から住民に確認するほうが手間だと思います。
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数日から１週間程度でカビ由来の生物汚染

制約条件

長谷川兼一 , 中谷 岳史ほか: 令和2年7月豪雨により浸水した住宅の復旧作業に関する調査報告 , －熊本県球磨郡相
良村を対象として－ , 日本建築学会技術報告集 , 28(69), 2022
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基本方針



本講習では一般的な住宅を想定しています。

● 延床～150m2程度

● 2000年頃以降につくられた住宅(仕様書にちかい建物)

● 木造住宅，枠組壁工法住宅におおむね該当する建物

● 床上浸水～１Ｆ天井に達していない程度

● 物理的破壊がないこと

● 極端な土砂の流入がないこと
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想定

基本方針



住宅は住民の財産です。一方で，住民は建築に詳しくありません。

・　水害に関係すること，将来的に影響することを説明して納得しても　　　　　

らうことが大切です

・住民から依頼されて，応急処置や復旧工事などが始まります。

水害がおきたときに

どのようなトラブルが生じるのか

どのように対応することが望ましいのか

どのような準備をするのか

などを確認していきましょう。
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住民の依頼から始まる

基本方針



▶建築会社

住民，自社，行政など多方面の時間軸を制御

水害時の業務負荷

住民の信頼を得ることで，復旧工事や今後の建築工事を依頼

工事監督，工程管理の向上

▶住民

自宅避難の生活水準を維持

応急処置による構造躯体の乾燥，室内空気質の維持

応急処置や復旧工事の合理的判断と納得
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目標

基本方針



応急処置の段階で床板を解体することはメリットが少なく

・　床下は室内空間ではないので，優先順位は室内の後。

・　床解体と床清掃は作業人数が多く，室内空間が後回しになる。

・　床下の汚染空気が室内拡散して，室内空気質の悪化

・　自宅避難生活が不便，転倒リスクが生じる

・　床は改修費用が高額であり，床が乾燥して使える機会を逃す

・　床解体するとファンの圧力が逃げてしまい，床が乾燥しにくい

23

応急処置段階の床解体は後で判断。

基本方針

長谷川兼一 , 中谷 岳史ほか: 令和2年7月豪雨により浸水した住宅の復旧作業に関する調査報告 , －熊本県球磨郡相
良村を対象として－ , 日本建築学会技術報告集 , 28(69), 2022



床板が保存できると，自宅避難の生活の質があがり，改修費用も低く抑え

られる傾向になります。うまくいかないこともありますけれど，試みること

を進めてます。

　・ 床板の表面のビニール，絨毯などを除去する。

　・ 床板の床下側の断熱材などを除去する。

　・ 床下点検口一か所をあけて，ダクトファンを土間に配置。

室内→床下→屋外の換気ルートを形成

密閉空間に圧力をかけられるので，大面積を動かすことができる

　・　１～2か月ほどダクトファンを運用して乾燥させる。清掃が必要であ　

     れば掃除機で吸引など乾式清掃
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ダクトファンによる床下乾燥

基本方針



水害では建築構造上重要な，土台，構造用合板，柱そして接合金物が長期

間湿潤状態になります。

・内装解体をおこない，構造体を露出させて乾燥を促す。

・床下側は，土台側面から乾燥を促す。
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内装解体による構造躯体の乾燥

基本方針



応急処置は被災直後で行う作業であり，自宅避難や復旧費用，作業の優

先順位や作業人数を意識しながら行う必要があります。

応急処置がひととおり終わる１～2か月後の段階で，整理します。

・　応急処置を経て建物が受けたダメージを確認すること

・　水害による予算収支を整理すること

・　改修/転居，改修するのであればどの程度直すかを判断

そして復旧工事を依頼する流れになります。

・　応急処置段階で過度に壊し過ぎないこと

・　各種書類手続きを円滑に済ませないと予算の収支がわからない

・　応急処置が終わっていれば，復旧工事が遅れても影響を抑制
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応急処置と復旧工事をわける

基本方針



災害発生後の対策とイベント発生の流れをつかみましょう
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事例



まずは対応事例を確認して，時系列の動き方を共有したいとおもいます。

住民の行動や感情を理解して，建築会社のできることを考えます。

● 令和元年東日本台風(2019) ：長野県長野市，半壊，40代家族

● 令和4年台風第15号(2022)：静岡県静岡市，半壊，30代家族

※本日は講演時間の都合上，上手くコントロールできた事例だけを紹介します。

※写真や情報の公開について，すべて住民の同意を得ています。
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事例



２階建，１００㎡。浸水直後から応急処置対応

2日目～4日目まで工程管理で技術支援。
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静岡県静岡市清水区，２０２２年９月

事例２
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20２２年０９月２４日(1日目)

事例２
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20２２年０９月２５日(２日目)

事例２
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20２２年０９月２５日(２日目)

事例２

応急処置は被災直後で行う作業であり，自宅避難や復旧費用，作業の優

先順位や作業人数を意識しながら行う必要があります。
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20２２年０９月２５日(２日目)

事例２
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20２２年０９月２５日(２日目)

事例２
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20２２年０９月２５日(２日目)

事例２
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20２２年０９月２５日(２日目)

事例２
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20２２年０９月２６日(３日目)

事例２
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20２２年０９月２7日(4日目)

事例２
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20２２年０９月２7日(4日目)

事例２
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20２２年０９月２7日(4日目)

事例２
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Tips



床は毎日みることから，初期段階で傷つくと住民さんは後々まで嫌

な思いをします。

災害現場でも家であることを理解して，養生をしたり，靴であがって

よいか断りを入れるなど配慮すると喜ばれます。

42

床養生

Tips



現場は転倒事故が多いです。

玄関や掃き出し窓など，段差のあるところで転倒しやすいです。清掃

や養生，スリッパやサンダルを使わないように呼びかけるなど気を付

けてください。

床板を踏み抜きそうなところは板や畳などで養生してください
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Tips

動線の養生



室内から屋外に荷物を搬出することは，かなりの人手を要します。

・　主要動線に荷物があったり人が溜まるとボトルネックになります。

・　荷物をかたづけて掃除をする

・　意味もなくたっている人がいないように気を付ける
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室内の主要動線

Tips



家の外は，室内の荷物の一時仮置き

に使います。

高圧洗浄機やホースなどで洗い流す

ことで転倒防止になります。

荷物を整理することで，

・　廃棄する荷物が明確になる

・　荷物の洗浄がやりやすくなる
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屋外の作業場所

Tips



・　濡れた壁は浸水高さよりも上でカットする

・　板壁は再利用の可能性あり

・　繊維系断熱材，連続気泡断熱材は廃棄，独立気泡断熱材は可能性あり

→板壁は変形が大きいので再利用は実際には難しい

→内装解体は土台や柱，構造用合板の乾燥が目的であり，除去する。
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内装解体

Tips



解体場所にラインをひく→クロスをはがして石膏ボードを解体

造作家具などのDIY程度の技術をもつ人が先行して解体する
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内装解体の段取り

Tips
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清掃と消毒

Tips

キッチンの天板やシンク，配管などは保存して再利用できる。
キッチン下部の複合材料は保存できない。

→キッチンは高額，被害金額次第では天板再利用の可能性あり。
→応急処置段階では架台をつけて保管，復旧段階で判断
→洗面台は安価なので応急処置段階で発注が望ましい



洗面台は納品待ち，台所は乾燥して経過観察。

DIYで台をつくることで，自宅避難の質を保持
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水関係の仮設

Tips



水道と中性洗剤で清掃。

雑巾ぶきはとても効率がわるい

床などは洗濯用洗剤，食器は食器用洗剤
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室内清掃

Tips
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室内清掃

Tips
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室内清掃

Tips
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室内清掃

Tips
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壁の処置

Tips

木材のボレイト処理は，カビの再出現を抑制

濡れている状態で施工することを推奨
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事前

Tips

木材のホウ酸処理は，カビの再出現を抑制

濡れている状態で施工することを推奨
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清掃と消毒

Tips

清掃してから消毒。有機物がついた状態では消毒の効果は期待できない

水害では，必要なときに室内表面を消毒する。

・　復旧後に住民が滞在しない空間，壁の中，床下などは，消毒する必要がない。

・　表面が木材やぬり壁のような多孔質ではあまり効果がない。



木材のボレイト処理は，カビの再出現を抑制

濡れている状態で施工することを推奨
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事前

Tips



ジクロロイソシアヌル酸塩＆ホウ酸により，消毒と防カビを一度で施工
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室内消毒

Tips



床下はダクトファンで乾燥して，掃除機で吸い取る乾式清掃

床解体，泥拭き，自然乾燥などの作業量を簡略化。

一般的住宅なら１～２台で大面積の床下空気を動かせる

ただし気流止めのない建物，人通口が小さい，高基礎などは顕著な効率低下

59

床下乾燥

Tips



乾燥した後に掃除機で吸い取ります。一般的な家であれば0.5人日
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室内消毒

Tips



乾燥した後に掃除機で吸い取ります。一般的な家であれば0.5人日
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室内消毒

Tips



床を乾燥する為，

室内側の透湿抵抗の高い材料を除去します。

可能であれば床下から断熱・防湿層を除去します。
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床乾燥

Tips


